
難民支援／アジア子ども支援／ブラジル子ども支援／ボランティア派遣／リラ・プレカリア（祈りのたて琴）研修講座／奨学金制度／宣教師支援

[この号にはこんな記事が] 　　
＜東日本大震災被災者支援＞感謝を伝えるアメリカへの旅（佐藤智恵＋松野朱莉＋岩佐奈保）　……２～3　　たのしい熊本の高校生活（サ
クラ・エステル）　/ 保育士をめざして（佐藤和香）……4　　　第９回世界の子ども支援／東日本大震災復興支援チャリティコンサート実施
報告　　……５　　＜その他＞　カンボジア・ワークキャンプ2012参加者の声　……６　　　共にあること（リラ・プレカリア研修終了生　
崎山たまも）　……７　お知らせ（難民に日本語を教えてみませんか？／賛助会員募集／支援者一覧）・編集後記　……８　
　

28   8

私たちは、キリストの愛をもって、日本と世界の助けを必要とする人びとに仕えます

森川 博己

「お前たちは、わたしが飢えているときに食べさせ、のどが乾いていたときに飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪ねてく
れたからだ．はっきり言っておく．私の兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、私にしてくれたことなのである。」           マタイによる福音書　25章35節～36節、40節
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　　　　　　　　　　カンボジアで有意義な十日間をすごしました！
　4回目となるカンボジア・ワークキャンプを2月に実施しました。派遣したのは男女6名。JELC（日本福音ルーテル教会）が加
盟しているメコン・ミッション・フォーラムのメンバー教会であるシンガポール・ルーテル教会の協力を得て、コンポンチュナン
地区（プノンペンの北西）にある村の学校の修繕を中心に奉仕活動を行いました。同じ地区にある、LWM（Lutheran World 
Mission＝ルーテル世界宣教）が運営するライフセンターでは、支援が必要な村人への奉仕活動にも加わり、交流の時間を持
つことができました。カンボジアの歴史・文化や人々と触れあいながら、参加者たちは有意義な十日間を過ごせたようです。写
真とレポートは６ページ以下をご覧ください。



感謝を伝えるアメリカへの旅

　この３月に３名の高校生と米国ミネソ
タ州を訪れました。昨年の３月 11 日以
降、ルーテル教会その他の米国のキリス
ト教会、元日本宣教師の先生方やそのご
家族ご友人から、東日本大震災被災者の
ために使ってくださいと多くの寄付金が
JELA に送られてきました。この寄付金で
学校に通い続けることができた仙台の高
校生３名は、寄付してくださった人々に直
接会ってお礼を言いたいと、ずっと思って
いました。ようやくその機会が訪れたので
す。米国訪問時に高校一年生だった岩佐
奈保さんは、この４月から二年生となり、
三年生だった佐藤智恵さんと松野朱莉さ
んは、二人とも希望の大学に進学できま
した。ご家族の喜びもひとしおでしょう。三
人とも外国に足を踏み入れるのは初めて
ということで、今回の旅は特別な経験に
なったようです。一人ひとりの思いを以下
の感想文から読みとっていただければと
存じます。
（JELA事務局長・森川博己）

　東北学院大学文学部歴史学科１年生
　佐藤　智恵

○アメリカで得た宝
　アメリカにおいて、私は三人を代表して
感謝のスピーチを行うという役割を担っ
ていたわけだが、このスピーチを通して沢
山の人と心の距離を縮めることができ、そ
して沢山の励ましの言葉を貰い、心が温
かくなった。沢山の人たちと交流を持てた
経験、そして一人ひとりの強い思いを感じ
られたことは、私の宝である。

○忘れられていなかった「東北」
　スピーチで「東北を忘れないでいてほ
しい」という思いがあることは述べた。アメ
リカに行く前の私は、被災地東北は世界
から見れば日本という小さな国の、またさ
らに小さな地域という認識なのではない
か、だからとっくに忘れ去られているので

はないかという勝手な考えから、アメリカ
に行くことに少なからずの怯えがあった。
だが実際は、そうではなかった。アメリカで
はほぼ毎日、様々な教会を回ったが、その
度に沢山の方々が温かい心をもって、独
自の最高のもてなしを我々にしてくれた。
そして東北のために涙し、祈ってくれた。
被災した東北、そして我々のことを忘れて
なんかいなかった。これは本当に嬉しかっ
た。涙が出るほど。ある教会で『小さな世
界』（It’s a small world）を歌ってくれた。世
界はひとつで、せまくて、そして同じ、みん
なで助け合っているといった歌詞である
が、本当にそう思う。

○さまざまな分かち合い
　私がアメリカ、ミネソタで得たもの、それ
は目に見えるもの、見えないもの、本当に
沢山の物を出会ったみんなからもらった。
様々な人との交流を通して印象に残って
いる言葉がある。それは「分かち合う」とい
う言葉。少なくとも二回はこの言葉を聞い
ている。ひとつ取り上げれば、思い出すの
も辛いであろう震災での痛みを私たちと
分かち合ってくれてありがとう、といったも
のだった。誰かと痛みを分かち合うという
のは、なんだかとても難しい気もする。で
も、半分でも、その半分でもない、一日一
日本当に少しずつではあるが、沢山の人
とスピーチや交流を通して、痛み、そして
悲しみを分かち合ってもらった。また、それ
だけではなく、暖かい心も分けてもらっ
た。これには本当に感謝している。そのよ
うな意味でも、人は一人では生きていけ
ない、近くは勿論、遠くの隣人を意識しな
がら生きることが大切だと思った。

○アメリカでの経験を支えに
　アメリカで出会った沢山の人が、震災で
悲しみに満たされていた私の心を、温か
い気持ちをもって包み込んでくれた。みん
なが東北を思い、祈ってくれていたことを
肌で感じ、とても嬉しかった。ありがたい。
生きていてよかったと、心の底から思う。こ
れからも様々な苦難があると思うが、で
も、そんなときには必ずアメリカで出会っ
た人たちのことを思い浮かべるだろう。そ
うすれば、みんなが背中を押してくれてい
るような気がするから。
 
　尚絅学院大学総合人間科学部
　現代社会学科１年生
　松野　朱莉

□苦労した英語
　10 日間に及ぶアメリカ訪問から日本に
帰って来た時、私には言い知れぬ安堵感
と同時に少しの寂しさが胸の中に渦巻き
ました。思えば私は、初日から様々な不安
を抱えていました。外国に行くのは人生で
初めてのことで、加えて英語を話さなけれ
ばいけないというのが私にとっては最大
の壁でした。２日目はおもに飛行機で長
時間移動しましたが、３日目は初めての
海外の教会とホームステイといったスケ
ジュールでした。ホストファミリーの方とコ
ミュニケーションを取りましたが、ほとんど
ジェスチャーでしか話せていないのが現
状でした。予想はしていたものの、私自身
のあまりの語学力の無さに情けないと思
い、帰国したら大学でもっと英語を勉強し
ようと思いました。

□日本との共通点
　４日目は近くの高校見学。３日目とは
別の教会に向かった後、最後のホームス
テイ先にお世話になることになりました。
昨日お世話になったホームステイ先の方
にハグしてお礼を言い、高校を見学するこ
とになりましたが、ここでは日本と海外に
は互いに共通点があると思いました。アジ
ア系の方やネイティブ系の方まで人種に

関係なく、笑いあって過ごしている、真剣
に授業に取り組んでいるという点はどの
国においても変わらない共通点なのだと
感じました。

□飢餓対策NGOでの体験
　５日目は朝食を私達３人とホームステ
イ先の方と一緒に作ったのと、NGO での
体験が印象的でした。初めにビデオを見
せられましたが、そこでは世界中で本当に
飢えている子供達に食べ物を送るため
に、実体験で食料を袋に詰める作業をこ
なすことになりました。私自身、初めのうち
は飢餓状態になっている子供のために頑
張ろうと意気込んでいました。ですが、し
ばらくした後に段々と手が痛くなってい
き、少し疲れたとかまだ終わらないのかと
考えている自分がいました。今思っても本
当に情けない話です。世界中の飢えてい
る子供は私以上に苦しみもがき、死と隣り
合わせの現実に向き合っている。今も昔も
普通の生活をしている私ですが、この生
活が出来ること自体幸せなことなのだと
身に染みました。

　この訪問に至るまで支援して下さった
方々には感謝しております。そして、こうし
て面と向かってアメリカの支援者の方 と々
話せる機会を作って下さった JELA の皆
様方にも感謝しております。どうもありがと
うございました。

　尚絅学院高等学校２年生
　岩佐　奈保

●隣人を自分のように愛しなさい
　私にとって、初めての海外旅行はとても
感動に満ちたものでした。ミネソタの大自
然は私の心を癒してくれました。最初に訪
れたホサナ教会は、雰囲気がとても明るく
て、心が温かくなりました。そこの礼拝に参
加した際、牧師さんと信者さん達が私たち
の方を見て、お祈りをして下さいました。そ
れを見て私は、こんなにも大勢の方に支
えられているのを肌で感じ、感激のあまり
涙が出そうになりました。その時私は聖書
のある言葉を思い出しました。それは、「隣
人を自分のように愛しなさい」です。この言葉
はまさにこの状態のことを言うのだと思いま
した。同時に、「見えない誰か」を愛するとい
うことはどういうことなのかが分かりました。

●与えられる側の喜び
　私は尚絅に入学して、花の日礼拝や収
穫感謝礼拝で集まった捧げ物を病院や施
設に届けるということをしました。届ける
際、一緒に歌を歌ったり、お話ししたりして
も、与えられた側の気持ちをあまり深く考
えたことはありませんでした。届ける側の私
としては、相手が少しでも喜んでくれれば良
いなとしか考えていませんでした。今回アメ
リカに行って、私達のために祈ってくれたり、

ホームステイをさせてくれたりなど、与えら
れる側の喜びや愛をものすごく感じました。

●自分の意見をもつことの大切さ
　また、アメリカに行って学んだことは、自
分の意見を持つということがどれだけ大
切かということです。ホームステイでお世
話になっているとき、何がしたいか、どう
思っているのかなど何度か聞かれました
が、悩んだり考えたりして中々応えが出ま
せんでした。普段私は、大勢の中で意見を
求められたとき、多数派にいつも従ってい
ました。自分の意見を発することにより、周
りからの視線が気になってしまい、結局何
も言えなくなってしまうことがほとんどでし
た。そんな自分に嫌気が差していました
が、アメリカ人との交流で、自分の意見を
言う大切さを学びました。頭の中で考えて
いたり思っているだけでは、相手に何も伝
わりません。自分の気持ちを言葉にしてき
ちんと表さないと何も伝わりません。支援
していただいたことの感謝の気持ちや、
ホームステイのお礼を何一つ伝えられな
かったのが残念でした。もし機会があれ
ば、次に皆さんにお会いした時に、自分の
気持ちを伝えられるように大の苦手の英
語をがんばりたいと思いました。

　今回の企画に携わって下さった方々に
深くお礼を申し上げます。本当に、ありがと
うございました。

セントルーク・ルーテル教会にて

ルター神学校
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[福島の放射線禍を逃れて]
福島の高校生が放射線汚染を気にせず勉
強できるようにと、熊本のルーテル学院高
等学校は、福島県の高校に通っていたサク
ラ・エステルさん（両親はアフリカのルワ
ンダ出身）を昨年4月に転校生として受け
入れました。JELAは被災者支援の一環とし
て、彼女の学費その他を転校当初から支
援しています。最近本人から届いた以下の
便りによると、新しい環境にもすっかり慣
れた様子がうかがえます。

たのしい熊本の高校生活
ルーテル学院高等学校２年生

サクラ・エステル

　いつも暖かい支援をありがとうございま
す。皆様の温かい支援のおかげで、私は
ルーテル学院でのびのびと一年間をすご
すことができ、今も明るく、楽しく毎日をすご
しています。
　私は今、ルーテル学院の二年生で、理数
特進というクラスに在籍させていただいて
ます。今年で二年目で、友達とも仲良く過ご
すことができています。
　理数系の教科は二年になり授業数が増
えたこともあり、進むスピードがはやく、内容
も濃くなり、今は内容を理解することで精
いっぱいな状況ですが、優しい先生方のお
かげで頑張っています。授業中はさわいだ
りすることもありますが、つねにしっかり
ノートをとったり、分からないところはすぐ
質問したりすることを心がけています。
　勉強だけでなく、最近は学校行事でルー
テル高校と姉妹校である「新興 ( シヌン )
高校」（韓国にある）との交流行事があり、と
ても楽しく参加したことを覚えていますし、
福島の高校にいた時とは違う行事がありと

ても新鮮で、一年生の時とは違う参加がで
きると思うとわくわくしています。
　寮では後輩や先輩の投票により、寮長と
いう重役を任されることになりました。ちゃ
んとできるかとても心配ですが、リーダー
シップを持って行動をすることで、後輩や
先輩、寮の先生に、今まで同様これからもか
けるであろう迷惑を、少しでも減らしていき
たいと思っています。
　最後に、私の将来の夢は、今現在では看
護師の資格を取り、全世界でグローバルに
活動することです。まだいろんな職業に興
味があり、ちゃんとした夢は決めていません
が、どんな職業にでもつけるように、しっか
り勉強していきたいと思います。これからも
JELA の皆様には迷惑をかけると思います
が、温かい支援をよろしくお願いします。

地元の保育士をめざして
尚絅学院大学総合人間科学部

子ども学科２年生

佐藤　和香

●震災の家族生活への影響
　私は現在、保育士になるために大学へ通
い勉強しています。昨年の東日本大震災で
私の実家（福島県南相馬市）は、原子力発
電所の30ｋｍ圏内にあるため緊急時避難
準備区域となってしまい、一時避難をして
いました。祖父母、母、伯父、姉、私、弟の７
人家族でしたが、以前に脳梗塞で倒れて左
半身麻痺となり透析が必要な伯父は、通院
していた病院が一時閉院となってしまい、
福島市の病院での透析となったことから、
祖母と共に福島市へ移りました。高校に入
学した弟は、入学予定だった高校が閉校と
なってしまい、福島市にある姉妹校へ通う
ために、福島市内で一人暮らしをすること
になりました。姉は福島市の大学へ通って
おり一人暮らしをしていましたが、私も大学
入学と同時に仙台市内での一人暮らしを
始めたため、家族が５ヵ所に別れことにな
りました。現在は状況が落ち着いたため、祖
父母、母、伯父は実家で生活しています。

●勉学と生活の支え
　このような状況のもと、私は大学へ入学し
ましたが、母子家庭で決して裕福な家庭で
はないため、学費の納入が難しくなってしま
いました。そんなとき、日本福音ルーテル社
団さまの学費支援のお話を聞き、面談をし
ていただき、支援していただけることになり
ました。もし、日本福音ルーテル社団さまか
らのご支援を受けることができていなけれ
ば、今日まで大学へ通えていたかも分かりま
せんでした。学費支援をしていただいている
おかげで、母への負担を軽減することがで
き、私自身も勉強に集中する環境を整えるこ
とができました。たくさんの人に支えられて学
べているという意識を持ち続けることによっ
て、向上心を強く持てるようになりました。日
本福音ルーテル社団さまのご支援は私や家
族にとってとても大きな力となっています。
●保育士として地元のために
　私自身、たくさんの人に支えられて大学生
活ができているので、将来は保育士として、
地元・福島の子どもたちや保護者の支えに
なりたいと考えています。原子力発電所の影
響を受け、たくさんの子どもたちや保護者の
方たちが市外、県外に避難・移住してしま
いました。ですが、残っている子どもたちも
少なからずいます。避難した子どもにとって
も、しなかった子どもにとっても、自身を取り
巻く環境は大きく変わってしまいました。住
む家を失った子、住む場所が変わった子、親
を亡くした子、孤児になってしまった子、友
達を失ってしまった子、それぞれの子どもた
ちが置かれている状況はさまざまですが、
小さな体にふさわしくないほどの大きなスト
レス・重圧を背負っていることに変わりは
ありません。それは子どもたちだけでなく保
護者の方たちにも重くのしかかっているの
では、と思います。そのような状況にある子ど
もたちや保護者の方たちのために、大学で身
に付けたことや経験を生かし、保育士として
働きたいと考えています。一人でも多くの子ど
もたちのストレスが緩和され、元気いっぱい
の明るい笑顔が増やせるような保育士にな
れるよう、残りの大学生活もがんばっていき
たいです。

　５月 11 日から一か月にわたり、全国
の日本福音ルーテル教会等 11会場（蒲
田、保谷、神戸、藤が丘、本郷、知多、沼
津、大岡山、シオン、松本、ルーテル市ヶ
谷センター）で第９回世界の子ども支援
チャリティコンサートを開催しました。今
回も昨年に引き続き、東日本大震災で被
災された方々、とくに子どもたちのため
に寄付を募りました。
　演奏者は、第 7回・第 8回のコンサー
トで好評をいただいた上野由恵さん（フ

第９回世界の子ども支援／東日本大震災復興支援　チャリティコンサート

ルート）と、今回初めて共演していただ
いた新井伴典さん（クラシックギター）。
今年も二つの会場で園児向けのプログ
ラムを用意しました。また本郷学生セン
ターでは、3歳以下のお子さんのいるお
母さんたちのためにコンサートを行い、
母子ともに楽しい一時を過ごしていた
だきました。
　会場で販売されたチャリティ CD『讃
美歌フルート名曲集＜アメイジング・グ
レイス＞』の収益は、すべて東日本大震

災被災地支援のために用います。一枚 2
千円（送料別）でご購入いただけますの
で、ご希望の方は JELA事務所にご連絡
ください。
　11会場（12公演）の来場者総数は約
1070 名、寄付金総額（チャリティCD売
上を含む）は約 98万円にのぼりました。
会場を提供していただいた皆様、ご来場
くださり寄付を捧げてくださった皆様、
そして協賛団体の皆様に心より感謝申し
上げます。ありがとうございました。

5月11日（金）蒲田教会・幼稚園　　　　　　　　　　　5月13日（日）保谷教会　　　　　　　　　　　　　　5月19日（土）神戸教会

5月20日（日）藤が丘教会　　　　　　　　　　　　　5月22日（火）本郷教会　　　　　　　　　　　　　5月26日（土）知多教会

5月27日（日）沼津教会　　　　　　　　　　　5月29日（火）大岡山教会・幼稚園　　　　　　　6月1日（金）シオン教会徳山礼拝所

6月3日（日）松本教会　　　　　　　　6月11日（月）ルーテル市ヶ谷センター（東教区共催）クラスメイトと　中央がエステルさん

讃美歌フルート名曲集

フルート 
上野由恵  　
ピアノ 
圓井晶子

2000円（送料別）

JELA チャリティCD
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　リラ・プレカリア研修講座は現在４
期目に入っています。そして修了生のう
ち十名以上の方が、東京・千葉・埼玉・
宮城にある計７カ所の病院・施設で、
ハープと歌による祈りの奉仕活動を実
践されています。今回は、今年 3月に講
座を修了し、４月から東京都小金井市
にある桜町聖ヨハネホームで奉仕訪問
を開始された３期生・崎山たまもさん
からの便りご紹介します。

共にあること
リラ・プレカリア研修講座
第３期修了生
崎山 たまも

○心がゆれる
　つい先日伺った方は、間もなく最後の
時を迎えるだろうということで、ご家族
が付き添われていました。看護師さんか
ら「（ハープと歌の奉仕は）短めに」とア
ドバイスがありました。私はベッドサイド
でハープを弾き始めましたが、彼女は
落ち着かずハープ越しにご家族の所在
を確認されているようでした。ハープの
音も歌声も届いていないようで、私は５
分ほどで失礼させていただきました。こ
のあと私は、自分の心のあり方が「何か
変だぞ」と思ったのです。彼女が希望し
ていなかったからやめた？　数回ベッド
サイドにおじゃましただけで彼女の気持
ちがわかるというのか？　彼女を喜ば
せに行ったのか？　私が良い気分にな
りたかったのではないか……。死は時
間の大切さを教えてくれます。残り少な
い時間の方への奉仕者がこんな私で良
いのか、と怖くなって逃げ出したような
気もするのです。

○出会いを大切にする
　「一期一会」――、先ごろ襲名披露を
された歌舞伎役者の四代目・市川猿之

助さんが何度か口にされた言葉です。リ
ラ・プレカリアの働きは、相手に感動を
与えようというのではなく、「ただ共にい
て、多くの祈りの中で作られた音楽を共
有する場を提供する者となる」ことかも
しれません。出会いの時を大切に思う気
持ちと、先人たちの思い（祈り）を伝えよ
うとする気持ちは、歌舞伎役者に通じる
ものがあるように感じます。

○心を静める
　「……『外なる人』は衰えていくとして
も、わたしたちの『内なる人』は日々新た
にされていきます。……見えるものは過
ぎ去りますが、見えないものは永遠に存
続するからです」（新約聖書・コリント
の信徒への手紙｢　４ 章 16 節～ 18
節）。リラ・プレカリアの働きを始めて、
人の表情・言動という見えるものに気
配りが大切であっても、それに惑わされ
ることがないよう「心を静かにする」難し
さを実感しています。私がどんなにボロ
ボロの器であっても、恐れて逃げてしま
わず、日々新たにされる「内なる人」、共
にいてくださる方を信じ、大切な時にむ
けて練習するのみです。練習方法は２
年間の研修で教えていただいています。

　私のお世話になる桜町聖ヨハネホー
ムではシスターが常に同行してください
ます。私の働きを何の批評をされること
もなく、ただ共にいてくださるのです。一
緒に歌ってくださったり、笑わせてくだ
さったりします。なんと心強いことでしょ
う。このような心洗われる時間をあたえ
られていることに感謝します。

★私が笑顔で日本語を発すれば
相手も笑顔でクメール語を返し、
それだけでなんとなく会話が成り
立つ。笑顔は言葉を超え、人を癒
すパワーがある。そんなことを毎
日感じる日々でした。（堀川有理
子・JELC 田園調布教会）

★私たちがみんなで校庭のゴミ拾いを
している時のことです。最初は不思議そ
うに私を見ているだけだった女の子二
人が、私の後について来てゴミ拾いを
手伝ってくれました。土の中にビニール
のお菓子の袋が埋まっていて、私がうま
く取れないでいると、その女の子も協力
してくれて取り出すことができました。
（武内ひかり・川崎市）

★カンボジアの過去や現在の状況をみんなが知
るために、自分の周りの人たちと共有することが
大切だ、ということが参加者との話し合いで出た
ので、（私がカンボジアの何かを変えられるわけで
はないし、そのような力がないからこそ）これから
の私の課題として人々に共有していくことを大切
にして過ごしていきたいです。（高橋　奏・JELC
東京教会）

★子どもたちと交流するにはジェス
チャーと会話の本『指さし会話帳』の
絵を指して、文字が読める子に発音
してもらうといった感じでした。わた
しはクメール語がわからない、彼ら
は日本語がわからない。けれどお互
いの心はどこかでつながっている、
そんな感じがしました。（関口美香・
JELC 大岡山教会）

★学校が新しくなると、目を
輝かせて校舎の完成を待
つ彼らの様子はとても眩し
く思えました。一人ひとりの
働きは小さなものでも、ほ
んの少しでも役に立つこと
を願いながら作業を行って
いました。（藤島杏奈・
JELC 室園教会）

★ワークを通して学んだことだが、人は決して
一人では生きていけないのだと思った。これは
作業の中で色々な人たちとペンキを塗ったり、
プレイグラウンドを整備したときに思ったのだ
が、自分らだけでなく現地の人や学校の生徒が
手伝ってくれたからこそ完成したのだと思う。
（安部一到・JELC 東京教会）

リラ・プレカリア（祈りのたて琴）
研修修了生からの便り

★私たちの国では食事ひとつをとっても無数の選択肢がある。「何
を食べよう、何処に行こう？」。この村には「何を食べよう、何処のレ
ストランへ行こう？」などの選択肢はない。だが別の選択肢がある。
それは「共に生きることを選ぶ」という、人として最も尊い選択だ。
「何を食べよう、何を着よう？」の選択ではなく、「その日一日を神と
共に、そして貧しい者と共に生きる」選択がそこにはあるのだ。綺麗
ごとだけでは語りきれない状況もあるだろう。だがそこには何故か
溢れるばかりの笑顔があるのだ。そしてそんな笑顔に癒されて、気
がついたら私たちも笑顔になっていた。（関野和寛・JELC 東京教
会牧師）

参加者の声

見守ってくれるシスターと
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